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賃金体系の変化と生活設計
講師・ＣＦＰ．　　高橋　昭夫　先生 ＵＲＬ． http://www.machi-net.org/ に同時掲載しています。
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＜雇用環境と人事制度の変化＞
・終身雇用制度と年功序列賃金制度の崩壊⇒実力型賃金制度（成果主義）
・パート、派遣社員の増加、リストラなどの雇用の不安定  

＊右肩上がりで収入が定年まで保証される時代は終わった。

＜賃金体系の変化＞ 感性工学 感性工学

若年層時代　⇒　比較的高収入が期待できる。  第８回香りの講演会・漢字読み取りテスト 市民紙上セミナー

高年齢層　⇒　賃金の上昇があまり見込めない。

＜退職金制度の変化＞
・適格退職金制度の廃止（Ｈ24年3月末に収束）　⇒　中小企業の制度。
＊多くの中小企業が退職金準備で導入していた制度。
＊移行先　⇒　中退共制度、確定拠出年金、確定給付年金、厚生年金
・確定拠出年金制度（４０１Ｋ）の新設。
・厚生年金制度（総合型）代行返上、解散⇒　中小企業
確定拠出年金（401Ｋ）、退職金の前払い制度の導入

今までの生活設計は見直しが必要。
自己責任による生活設計構築　⇒　誰に相談する（ＦＰ）

＜定年後の公的年金制度＞
・ 60歳の年金支給開始が65才年金開始に延びる。
・年金受給額はマクロ経済スライドの導入により減少。
・度重なる年金制度見直しによる縮小化で生涯収入の減少。

＜生活設計の変化＞
１）今までのような、賃金上昇が見込めない、前提の生活設計が必要。
２）退職金を当てにした老後の生活設計は出来ない。
３）公的年金の支給開始年齢65才を前提とした生活設計。
生涯の生活設計（ライフサイクル）の中で、どの年代に老後資金の準備
をすればよいのか。  
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       　　３ページの漢字読み取りテストの正解例
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環境保全・まちづくり・社会教育の推進活動

　　     環境技術の先にある

　　            感　　　   性　　　   工　   　　学
　　   感性を情報に変え、コンピュータにつないで、モノづくり

21世紀は情報化・環境の時代といわれていますが、その先にはどのような社会が
やってくるのか・・従来型の科学や工学では未解明の領域があるといわれ、感性が
支配する人間の能力に着目し、従来からの人間とコンピュータを中心とした工学の
仕組みの中に、個性的な人間性を生かせる技術の創造を目標に、｢感性工学｣が10年
程前に誕生しています。　｢感性｣に対応するモノづくり・・｢感性工学｣とは・・

  産業構造の大きな流れの中から誕生した「感性工学」

２０世紀における日本は工業製品の「大量生産技術」により経済的成功を収め
ましたが、その後、この大量生産技術が環境問題や農業など一次産業の衰退を
招く一因ともなりました。
米国が情報技術によって、産業構造の脱工業化に成功したのとは対照的に、
日本は脱工業化に向けた明快な方針が確立されていない点が指摘されています。

こうした状況の中から、米国主導で発展してきた情報技術の複製ではなく、
｢日本の伝統や社会に適合する情報化｣とはどのようなものであるべきかを追求
する動きが一部の工学者の間から出て、従来は無視されていたユーザーの視点
に立った生産技術、特に人間の感性に基づく価値観を尊重した
｢人間と技術の新しい関係の創造」を基本にした、ものづくりシステム
の確立をめざす「感性工学」が誕生しました。

エンジニアリングの視点から初めて感性が注目され、感性工学
の考え方の必要性が指摘されたのは、自動車の新車設計の時で
あったといわれています。

従来は技術と感性の結合は、アパレルや家具など、嗜好的要素の強い商品の
デザインが中心でしたが、今後は感性が必要な介護用品､スローフード､音楽
など生活支援システムをはじめ、魅力ある「まちづくり」など広範囲にわたり
技術と感性が結合した新しい情報システム技術の開発が期待されています。
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①紙型　 　　　②型紙 　　　　　③風波　　　　　④波風　 　　　⑤目庇

⑥性悪　 　　⑦古文書　 　 　⑧強力粉　　　　⑨入母屋　　　⑩不調法

　　　　
 左記のそれぞれの　　　にあてはまる漢字を入れて、

木 草 ｢全体からすればごくわ僅かなこと。」を意味する
四字熟語にして、ふりがなをつけて下さい。
　

(２） （３）

(正解例は4頁の下欄に掲載しています。)

漢字読み取り１０題・・１０点満点で・・何点でしたか？

感性は人間が外界にある物からの刺激に対する脳の反応と考えられ、
脳との関係が基本にあり、感性が科学的に解明されるには、脳を含
めた生命現象としての理解が必要といわれます。

 感性とは・・

 感性情報とは・・

上述のように外界にある物からの刺激に伴う脳内反応は、
　　物そのものを表わす客観的情報ではなく、
　　　　物に対する個人の体験に基づく「重み付け」の情報と
　　　　　　考えられています｡

この重み付けの情報こそが、個人の｢情報の意味と質」を決めて
いるものであり、「感性情報」といわれています。

樹木医・環境緑化デザインの第一人者・塚本こなみさんに
お願いして、２００６年から２００８年へかけての３回の
シリーズで計画された最終講演会は２月１日(金)、古河市
中央公民館ホールで行われました。
　シリーズ１回目では、
　塚本先生が現場で学ばれた＜緑を守り、育てる心と技＞
　を話されました。
　シリーズ２回目では、
｢成熟した社会経済にでは＜経済優先＞から＜心の優先＞

まちづくりネットワーク ･ 古 河 市 ･  古河市香り友の会　共　催

　シリーズ最終回の３回目では
「花はどんなに感動を与えるか・・を主に
あしかがフラワーパーク園長としての実務
を通して話されました。
四季の美しさ・巨木の花を池の水面に映す
美しさの特化・非日常的な美しさをどうつ
くるか・・など年間１３０万人超の来場者
を魅了させる技と心を披露されました。」

第8回　香 り の 講 演 会　行われる

　そして・・感動　へ 樹木医・環境緑化デザインの第一人者・塚本こなみさんを迎えて

の場があってもよいのではないか。
花のまちづくりについて話され、
人が感動する景観づくりには、ある
程度の花や緑の量的基準があって、
その基準をクリアすることで感動を
与える＜感動分岐点＞ともいうべき
基準があるように思われます。
成熟社会では＜損益分岐点＞も大切
ですが、＜感動分岐点＞も大切です｡｣

人に感動を与えるためには、日常の実務を通してのデータの積み重ねが如何に大切
かという感性工学に通じる意味合いを話されました。

【講演を熱心に傾聴する市民のみなさん】

【セレモニーで演奏されるオカリーナ・コンブリオの皆さん】

【講演される塚本こなみ先生】

感性の意味は「情報の観点」からみた場合には、「情報の量」ではなく、
「情報の質」にあるために、感性を研究する目標の一つは、「情報の質」を問い、
｢情報の質」を利用できるようにする「新しい情報の理論」をつくることにあると
いわれています。
例として、山で紅葉を見たとき「抜けるような空と燃えるような楓があった」と
いう印象を語るシーンを想定してみましょう。

「抜けるような青」、「燃えるような赤」といった感性語は物自体が持つ物理的
・化学的性質を表現したものでなく、対象物から反射された光の刺激を受けた脳
　が表現したものです。

このように感性語は、言葉の中では名詞ではなく、形容詞や副詞として表現され
ているところに特徴があります。

人間の心の働きを総合的に表わす「知」・「情」・｢意」の分類において、
「知」は知性、「情」は感情・情動、｢意」は意識・意欲を表わしていますが、
「従来の人工知能」は、人間の｢知識」つまり｢知性」を主に対象としてきたため、
あるシーンが与えられた場合、例えば部屋に机があり、壁には絵が掛かっている、
と解釈し、それを記号や言葉に変換することで、そのシーンを理解する、という
ことを目標にしてきたのに対して、
「今後の人工知能」は、｢感性情報」を理解して、絵として美しい　とか、
絵として風景がさびしく感じる　というように、名詞の世界ではなく、形容詞や
副詞の世界も扱うことができるようになることが予測されています。
介護用ロボットも被介護者の感性を理解し、介護することになるでしょう。

 人工知能はこうなる・・

【（註）参考資料 １．森北出版(株）　感性と情報　新しいモノづくりのために　　２．コロナ社　物質文明を超えて　  １．より一部引用 】

 感性情報を理解するコンピュータ開発へ

ご承知のように人間のコミュニケーションは言葉だけではなく、五感を動員して
行われ、感性情報が飛び交う場ともといえます。

今、日本をはじめとする世界の先進国では、感性を工学的視点からも捉えて、
五感に対応する感覚情報に基づき、感覚情報ごとの「感性情報処理技術」と
感性を理解するコンピュータの開発が進められており、
茶道・華道をはじめ、人をもてなすコミュニケーションが伝統的に根付いている
日本が世界に先駆けて感性工学を構築できる可能性を秘めているともいわれます。




